
政
府
は
先
ご
ろ
、
今
後
の
森
林
・

林
業
・
木
材
産
業
に
関
す
る
施
策

の
基
本
方
向
を
明
ら
か
に
す
る
新

た
な
森
林
・
林
業
基
本
計
画
を
閣

議
決
定
し
た
。
今
回
の
計
画
は

「
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
に
よ

る
『
グ
リ
ー
ン
成
長
』
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
し
、
森
林
の
適
正
管
理

を
行
い
、
林
業
・
木
材
産
業
の
持

続
性
を
高
め
な
が
ら
成
長
発
展
さ

せ
る
こ
と
で
、
２
０
５
０
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
も
見
す
え
た
豊

か
な
社
会
経
済
を
実
現
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。

日
本
の
森
林
は
、
国
土
の
約
３

分
の
２
を
占
め
、
国
土
保
全
や
水

源
涵
養
な
ど
の
恩
恵
を
国
民
に
も

た
ら
す
「
緑
の
社
会
資
本
」
と
言

え
る
。
ま
た
、
林
業
・
木
材
産
業

は
、
地
域
の
経
済
社
会
の
維
持
発

展
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
産
業

で
、
木
材
を
利
用
す
る
こ
と
は
こ

Ｃ
Ｏ
2

の
排
出
抑
制
や
炭
素
貯
蔵

を
通
じ
て
循
環
型
社
会
の
実
現
に

大
き
く
寄
与
で
き
る
も
の
だ
。
今

回
の
計
画
は
「
森
林
資
源
の
適
正

な
管
理
・
利
用
」
「
『
新
し
い
林

業
』
に
向
け
た
取
組
の
展
開
」

「
木
材
産
業
の
「
国
際
競
争
力
」

と
「
地
場
競
争
力
の
強
化
」
「
都

市
等
に
お
け
る
『
第
２
の
森
林
』

づ
く
り
」
「
新
た
な
山
村
価
値
の

創
造
」
な
ど
を
進
め
る
。
「
森
林

資
源
の
適
正
な
管
理
・
利
用
」
に

つ
い
て
は
、
適
正
な
伐
採
と
再
造

林
の
確
保
、
治
山
対
策
な
ど
に
よ

る
国
土
強
靱
化
、
針
広
混
交
林
の

造
成
な
ど
を
促
進
す
る
。
ま
た
、

「
新
し
い
林
業
」
を
創
出
す
る
た

め
、
優
れ
た
性
質
を
も
つ
木
を
選

抜
し
、
そ
れ
ら
を
交
配
し
て
生
ま

揮
が
期
待
で
き
る
木
材
の
利
用
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
削
減
に
も
寄
与
し
、

循
環
型
社
会
の
実
現
を
図
る
こ
と

を
目
指
す
。

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
は
、

気
候
変
動
に
伴
う
山
地
災
害
な
ど

の
増
加
や
、
少
子
高
齢
化
、
人
口

減
少
に
よ
る
人
手
不
足
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
ほ
か
、
国
内
新
築
住

宅
市
場
の
縮
小
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
な
ど
、
大

き
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
森

林
・
林
業
関
係
者
が
こ
う
し
た
課

題
を
知
り
、
乗
り
越
え
て
い
く
た

め
の
努
力
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
は

当
然
だ
が
、
そ
れ
を
行
う
た
め
に

は
都
市
生
活
者
を
含
め
た
国
民
１

人
ひ
と
り
の
理
解
や
協
力
が
不
可

欠
だ
。
そ
の
た
め
に
は
、
政
府
と

し
て
の
広
報
活
動
も
重
要
と
な
る
。

れ
る
特
別
に
優
秀
な
木
で
あ
る

「
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
」
を
活
用
す

る
な
ど
林
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
推
進
す
る
。
ま
た
、
都
市
部
に

〝
第
２
の
森
林
〟
を
作
る
た
め

に
、
都
市
・
非
住
宅
分
野
等
へ
の

木
材
利
用
の
促
進
を
盛
り
込
ん
だ

の
も
ポ
イ
ン
ト
だ
。
す
で
に
新
た

な
木
質
部
材
の
開
発
な
ど
で
、
木

造
住
宅
の
既
存
分
野
以
外
で
も
木

材
の
利
用
が
広
が
り
を
見
せ
始
め

て
い
る
が
、
さ
ら
に
、
防
耐
火
や

構
造
計
算
に
対
応
で
き
る
部
材
の

開
発
・
普
及
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
の
供

給
体
制
の
強
化
な
ど
で
、
中
高
層

建
築
物
や
非
住
宅
分
野
な
ど
で
の

新
た
な
木
材
需
要
の
獲
得
を
目
指

す
と
し
て
い
る
。

付
加
価
値
の
高
い
木
材
製
品
の

輸
出
に
つ
い
て
も
推
進
す
る
ほ

か
、
さ
ら
に
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

の
発
電
・
熱
利
用
や
、
風
力
・
地

熱
発
電
の
た
め
の
林
地
の
適
正
な

活
用
を
通
じ
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
も
促
進
す
る
方
針
だ
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
、

製
造
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
少

な
く
、
炭
素
貯
蔵
効
果
の
長
期
発


